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１．はじめに 

香港では、厳格な入境規制等を行うことで 2021 年末まで域内感染をほぼゼロに抑え込む

ことに成功していましたが、同年末から始まった感染拡大の第５波が急速に拡大し、本号執筆時点

（2022 年３月 14 日）において、累計感染者数（自主検査キットによる陽性者を含む）は 73 万人

を超え、香港の総人口（740 万人）の約１割が感染したことになります。 

そのような状況下において、香港では、中国本土の政策方針にならった「ダイナミックゼロ

（動態清零）」と呼ばれるゼロコロナ政策を採用しており、第５波の抑制のために、出入境規制

の強化やサービス業の営業制限・停止を行っている結果、香港内ビジネスに大きな影響を与えて

います。 

＜顕在化している経済活動への主な影響＞ 

 厳格な出入境制限と強制隔離による外資系金融機関等の人事異動への影響 

 入境制限に伴う飲食、ホテル、宝飾、時計、化粧品、旅行代理店等の経営不振 

 感染抑制のための営業停止命令によるジム、エステ等の経営不振 

 中国・ASEAN との往来制限による香港からの地域統括機能のシフト 

香港の 2021 年の実質域内総生産（GDP）速報値は前年比 6.4％増となり、昨年比で回復

基調にあるものの、第５波の影響から、2022 年の成長率は、前年比２.0～3.5％増と減速する

見通しが発表されています。 

そこで今号では「香港の政治・経済の現状（後編）」として、香港の新型コロナの感染状況や

「ダイナミックゼロ」政策の内容、企業活動への影響を紹介します。 

なお、前号の香港レポート 33 号（2022 年２月発行）では、2019 年抗議活動、転換点を迎えた

香港統治の在り方と、それらの香港ビジネスへの影響を紹介しておりますので、今号と併せて

ご覧いただくことで、香港の実情がよりご理解頂けると存じます。 

＜今号のトピックス＞ 

「香港の政治・経済の現状（後編）～ゼロコロナ政策の香港ビジネスへの影響」 

１．はじめに 

２．香港における新型コロナの感染・ワクチン接種状況 

３．香港の「ダイナミックゼロ」コロナ政策 

 ４．コロナ政策の香港経済への影響 

 ５．第 5 波収束と往来正常化への期待 

 

 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 
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https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_02/hk34.pdf

